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２ 運転事故に関する事項 

 

２．１ 鉄軌道における運転事故の発生状況等 

 

(1) 運転事故の件数及び死傷者数の推移 

 

○鉄軌道における運転事故１０は、長期的には減少傾向にあり、平成１３年度からは８００件

台で推移していましたが、平成２５年度に発生した運転事故は、７９０件で対前年度２１件（ 

２．６％）減でした。 

○平成２５年度に発生した運転事故による死亡者数は、２７６人で対前年度１９人（６．４）減

でした。運転事故による死亡者数は、近年ほぼ横ばいとなっています。 

○また、運転事故による死傷者数は、７３０人で対前年度１６人（２．１％）減でした。この中に

は、（4）に記載する主な事故の負傷者１０７人が含まれています。運転事故による死傷者

数は、件数と同様に長期的には減少傾向にありますが、ＪＲ西日本福知山線列車脱線事

故があった平成１７年度の死傷者数が１，３９７人であるなど、甚大な人的被害を生じた運

転事故があった年度の死傷者数は多くなっています。 

○なお、運輸安全委員会の調査対象となった運転事故１１は、平成２５年度発生した運転事

故７９０件のうち１５件（１．９％）でした。 

図５：運転事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         
１０ 運転事故の種類については、後掲の「用語の説明」をご覧ください。なお、自殺を直接原因とするもの 

は、人身障害事故、踏切障害事故及び道路障害事故に該当しませんが、一部に自殺かそうでないか 

判別できないものがあり、それが人身障害事故、踏切障害事故及び道路障害事故として国へ報告さ 

れているとみられます。 
１１ 運輸安全委員会が調査対象とする運転事故は、鉄道における列車衝突事故、列車脱線事故及び列 

車火災事故、その他の運転事故であって、５人以上の死傷者を生じたもの、乗客、乗務員等に死亡者 

を生じたもの等です。詳しくは、http://www.mlit.go.jp/jtsb/index.html を御覧ください。 
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 (2) 列車走行百万キロ当たりの運転事故件数の推移 

 

○列車走行百万キロ当たりの運転事故件数は、運転事故件数と同様に長期的には減少傾    

向にありますが、平成１３年度からは０．６件台で推移しており、平成２５年度は０．５９件で

した。 

図６：列車走行百万キロ当たりの運転事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 運転事故の種類別の件数及び死傷者数 

 

○平成２５年度に発生した運転事故の内訳は、線路内やホーム上での列車との接触などの

人身障害事故が４２１件（５３．５％）で対前年度８件（１．９％）減、踏切道における列車と

自動車との衝突などの踏切障害事故が２８８件（３６．５％）で同７件（２．４％）減、路面電

車と自動車との道路上での接触などの道路障害事故が５５件（７．０％）で対前年度７件

（１１．３％）減となっています。列車事故１２は１７件（２．２％）で対前年度５件（２２．７％）減

でした。 

○身体障害者の方が死傷した運転事故は、４件（視覚障害者の方の事故が２件、肢体不自

由の方の事故が２件）でした。 

                                         
１２   「列車事故」は、列車衝突事故（軌道における車両衝突事故を含む。）、列車脱線事故（軌道におけ

る車両脱線事故を含む。）及び列車火災事故（軌道における車両火災事故を含む。）をいいます。 

 

※ グラフ中の「合計」は、ＪＲ（在来線＋新幹線）と民鉄（鉄道＋軌道）の合計である。 
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○平成２５年度に発生した運転事故による死亡者数は、（1）に記述したとおり２７６人であり、

その内訳は、人身障害事故によるものが１８３人（６６．３％）で対前年度１１人（６．４％）増、

踏切障害事故によるものが９３人（３３．７％）で同２８人（２３．１％）減となっています。 

○平成２５年度に発生した踏切事故は、踏切障害事故２８８件のほかに、踏切障害に伴う列

車脱線事故が２件あったので、２９０件（３６．７％）でした。 

○平成２５年度に新幹線において発生した運転事故は、ありませんでした。 

 
 

図７：運転事故の種類別の件数及び死傷者数（平成２５年度） 
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⑤ ＪＲ(在来線)の件数                  ⑥ 民鉄(鉄道)の件数 
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(4) 平成２５年度における主な事故の発生状況 

 

○平成２５年度の主な事故（乗客乗務員に死亡者又は５人以上の負傷者が発生した事故等）

は、次のとおりです。 

 

表３：主な事故の発生状況（平成２５年度） 

年 

月日 
事業者 場 所 

事故

種類

死

亡

負

傷

脱線

両数
概 要 

H25 

7.31 

長崎電

気軌道 

大浦支線 

築町停留場～市民

病院前停留場間 

（長崎県長崎市） 

車両

脱線
０ １６ １ 

交差点を直進しようとした路面電

車と、交差点を横断しようとしたバス

とが衝突した。これにより路面電車

の前台車 1 軸が脱線した。 

H25 

11.5 
JR 九州 

佐世保線 

高橋駅構内 

（佐賀県武雄市） 

踏切

障害
０ １０ ０ 

列車走行中、約 30m 前方の踏切

道をトレーラーの積載物が支障して

いるのを認めたため、非常ブレーキ

を使用したが衝突した。 

H26 

2.15 

東京急

行電鉄 

東横線 

元住吉駅構内 

（神奈川県川崎市）

列車

衝突
０ ７２ ４ 

ホームを過走し停車していた先行

列車に、後続列車が衝突、その衝

撃で脱線した。 

H26 

2.23 

JR 

東日本 

京浜東北線 

川崎駅構内 

（神奈川県川崎市）

列車

脱線
０ ２ ２ 

列車走行中、工事用車両に衝突

した。これにより先頭 2 両が脱線し、

1 両目が横転した。 

H26 

3.16 

甘木 

鉄道 

甘木線 

西太刀洗駅構内 

（福岡県大刀洗町）

列車

脱線
０ ７ １ 

列車走行中、約 11m 前方の踏切

道で、遮断かんを折損し踏切内に

進入してくるトラックを認めたため、

非常ブレーキを使用したが衝突し

た。これにより前台車 2 軸が脱線し

た（1 両編成）。 
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２．２ 列車事故の発生状況 

 

○平成２５年度に発生した列車事故は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体の２．２％に

当たる１７件で対前年度５件（２２．７％）減でした。列車事故による死亡者はありませんで

したが、負傷者数は９９人で１０人増でした。この中には、２．１(4)に記述した平成２５年 

７月３１日の長崎電気軌道大浦支線車両脱線事故による負傷者１６人、平成２６年２月 

１５日の東京急行電鉄東横線列車衝突事故による負傷者７２人、平成２６年２月２３日の

JR 東日本京浜東北線列車脱線事故による負傷者２人及び平成２６年３月１６日の甘木鉄

道甘木線列車脱線事故による負傷者７人が含まれています。 

 

図８：列車事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９：列車事故の件数の内訳（過去５年間） 
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２．３ 踏切事故の発生状況 
 

(1) 踏切事故の件数及び死傷者数の推移等 
 

○平成２５年度に発生した踏切事故は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体の３６．７％

に当たる２９０件で対前年度５件（１．７％）減、踏切事故による死亡者数は９３人で同２８人

（２３．１％）減、死傷者数は１９６人で同２４人（１０．９％）減でした。 

○身体障害者の方が死傷した踏切事故は、１件（肢体不自由の方が第１種踏切道で１件）

でした。 
 

図１０：踏切事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 踏切種別別・衝撃物別及び原因別の踏切事故件数等 

 

○平成２５年度に発生した踏切事故２９０件の踏切種別別 １３の内訳は、第１種踏切

道２４６件 （８４．８％）、第３種踏切道６件（２．１％）、第４種踏切道３８件（１３．１％）となっ

ています。 

○衝撃物別の内訳は、自動車１４４件（４９．７％）、二輪１７件（５．９％）、自転車などの軽車

両３５件（１２．１％）、歩行者９４件（３２．４％）となっています。 

○原因別の内訳は、直前横断１４３件（４９．３％）、落輪・エンスト・停滞９７件（３３．４％）、側  

面衝撃・限界支障３５件（１２．１％）、その他１５件（５．２％）となっています。 

                                         
１３  踏切種別には第１種踏切道、第２種踏切道、第３種踏切道、第４種踏切道があります。詳細につい

ては、後掲の「用語の説明」をご覧ください。 
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図１１：踏切種別別、衝撃物別及び原因別の踏切事故件数（平成２５年度） 
                           

① 踏切種別別                        ② 衝撃物別 
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２．４ 人身障害事故の発生状況 
 

(1) 人身障害事故の件数及び死傷者数の推移等 

 

○平成２５年度に発生した人身障害事故は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体の 

５３．３％に当たる４２１件で対前年度８件（１．９％）減、人身障害事故による死亡者

は１８３人で同１１人（６．４％）増、死傷者は４２６人で同６人（１．４％）減でした。 

○身体障害者の方が死傷した人身障害事故は３件（視覚障害者の方の事故が２件、肢体

不自由の方の事故が１件）でした。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 原因別の人身障害事故件数等 

 

○人身障害事故の原因別の内訳は、公衆等が無断で線路内に立ち入る等して列車等と接

触したもの（線路内立入り等での接触）が１８９件（４５．０％）で対前年度４件（２．１％）減、

これによる死亡者数は１５２人で同７人（４．６％）増でした。「線路内立入り等での接触」に

ついては、自殺かそうでないか判別できないまま人身障害事故として国へ報告されている

ものが比較的多く含んでいると見られます。 

○旅客等がプラットホームから転落したことにより列車等と接触したもの（ホームから転落して

接触）は５２件（１２．４％）で対前年度４件（８．３％）増、これによる死亡者数は２１人で同５

人（３１．３％）増でした。 

○プラットホーム上で列車等と接触したもの（ホーム上で接触）は１６９件（４０．２％）で対前

図１２：人身障害事故の件数及び死傷者数の推移 
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年度６件（３．４％）減、これによる死亡者数は１０人で同２人（２５．０％）増でした。 

○乗降口の扉に手荷物等を挟んだまま列車が出発して旅客が負傷したものなど鉄道係員

の取扱い等によるものは１１件でした。 
 

図１３：原因別の人身障害事故の件数及び死傷者数（平成２５年度） 
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○「ホームから転落して接触」と「ホーム上で接触」を合わせた「ホームでの接触」は２２１ 

件で人身障害事故件数の５２．５％を占めています。 

 
 

図１４：原因別の人身障害事故件数の推移 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１５：人身障害事故による死傷者数の年齢別人数 
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２．５ 事業者区分別の運転事故件数 

 

○事業者区分別の運転事故件数は、表４のとおりです。 

 

表４：事業者区分別の運転事故件数（平成２５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                             

※１  「大手民鉄」は、東京地下鉄（株）を除く１５社です。 

※２  「公営地下鉄等」は、東京地下鉄（株）を含みます。 

※３  「中小民鉄」は、準大手鉄道事業者を含みます。 

※４  「地域鉄道」は、脚注９をご覧下さい。 

 

 

 

（件）
　　　　　　　　事故種類

事業者区分

列車
衝突

列車
脱線

列車
火災

踏切
障害

道路
障害

人身
障害

物損 合計

ＪＲ（在来線） 7 125 248 3 383

ＪＲ（新幹線） 0

民鉄等 1 5 156 1 171 5 339

　大手民鉄 1 101 106 1 209

　公営地下鉄等 42 3 45

　新交通・モノレール 1 1

　中小民鉄 5 55 1 22 1 84

路面電車 1 3 7 54 2 1 68

合計 2 15 288 55 421 9 790

　　地域鉄道　【再掲】 8 47 43 13 2 113

　　　地域鉄道（鉄道） 5 45 1 12 1 64

　　　地域鉄道（軌道） 3 2 42 1 1 49


